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　水俣病について「この子とともに」を勉強した時、
水俣病の患者さんはひどい差別を受け、悪口を言われ
たということを学習しました。その時、以前友だちに
ふざけて悪口を言ってしまったことを思い出しました。
自分も差別している人たちと一緒だと思いました。
　水俣病は環境が汚染されておきた病気です。チッソ
工場が水銀を流したせいで多くの人が水俣病になりま
した。工場はそれを認めず自分たちのしたことをかく
し通していました。なぜすぐに認めなかったのだろう。
でも、ぼく自身も悪いことしたときすぐには認めず知
らないふりをしたりかくしたりしたことがありました。

工場と一緒です。多くの水俣の人が働いているからと
いう理由で見逃していた周りの人たちにも責任がある
と思います。水俣病の患者さんである実子さんは、小
さい頃から水俣病で差別を受けてきました。チッソ工
場はそれを認めず、見舞金として少しのお金しかくれ
ませんでした。裁判には勝ったけど水俣病になった人
は治ることはないし、亡くなった方はもどってきませ
ん。
　水俣で出会った語り部の永本さんは、「水俣病にし
てくれてありがとう」と言っていました。とても驚き
ましたが、水俣病になったからこそ考えたことやでき
ごとがあったということ。また、たくさんの人と出会
うことができたからありがたく思うと聞いてその言葉
の意味がわかりました。
　ぼくの身近なところでも同じようなことがあります。
他の人なら許すのにその人に対して許さないとか、そ
の人に対する態度が他の人と違うとか、間違っている
と分かっていてもしてしまいます。ぼくも同じような
ことをしていました。永本さんのようにぼくも誰に対
しても態度を変えないで自分にきびしく人に優しくで
きる人になりたいと思います。

見学旅行で行った美しい水俣の海

人権啓発標語 「きっと変われる　自分を信じて」 武蔵ヶ丘中学校　１年　李
り
　佳

か
音
いん
（現在２年生）

「水俣学習をしてきづいたこと」菊陽中部小学校　５年　糸永　頌
しょうた

太（現在６年生）

■日時　平成29年（2017年）12月９日㈯　午前９時～正午
■場所　菊陽中学校体育館　　　
■内容
　ステージ発表
　　菊陽中学校、武蔵ヶ丘小学校、武蔵ヶ丘北小学校、菊陽西小学校
　展示発表
　　武蔵ヶ丘中学校、菊陽中部小学校、菊陽南小学校、菊陽北小学校

　皆さんは、「部落差別をはじめあらゆる
差別」について考えたことがあるでしょう
か。この集会は、参加する皆さんが人権に
ついてしっかり学び、周りの人に発信して
いくための集会です。
　私は昨年この集会に参加して、人との繋
がりの大切さや自分を見つめ直すきっかけ
になりました。だから、まず私たちで人権
の輪を作り、その輪を広げ大きな輪を作っ
ていきましょう。皆さんの多くの参加をお
待ちしています。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
菊陽町人権子ども集会実行委員長　　
武蔵ヶ丘中学校生徒会長　篠

しの
崎
ざき
　昂
こう
聖
せい

入場無料第33回菊陽町人権子ども集会」
「部落差別をはじめあらゆる差別をなくす

■申し込み・問い合わせ
　〒869-1192（住所不要）
　菊陽町役場総合政策課　☎(232)2112
　sogoseisaku@town.kikuyo.lg.jp

　広報きくよう内の「菊陽人りさーち」に載りたい
人を募集します。写真、名前、お住まいの地区、趣
味、夢や周囲の人へのメッセージなどを掲載します。
掲載した人には、記念に写真をお送りしています。
■対象者　町内在住の小学生以上の人
　　毎月２人まで掲載しますので、友人や夫婦など
で一緒に申し込むことができます。
■申込方法
　　電話、はがき、メールのいずれかで、氏名・年
齢・連絡先（昼間）をお知らせください。掲載が決
まりましたらご連絡します。

誕生日などの
記念にぜひ！
思い出になるよ！

あなたも広報デビューしませんか

実行委員会の様子ステージ発表（昨年度）


